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平成 13 年度建設生産システム合理化推進協議会申合せ事項の周知等について 

 

 

「建設生産システム合理化推進協議会」においては、総合工事業者と専門工事

業者が対等の立場に立って、建設生産システムが抱える種々の問題の解決に向け

て具体的な基準・ルール等を確立するため、かねてから「総合工事業者・専門工

事業者間における契約締結に至るまでの適正な手順に関する指針」、「総合工事業

者・専門工事業者間における条件変更時の適正な手順に関する指針(見積条件と実

際の施工条件が異なった場合の適正な対応)」についての申合せ等を行い、これら

申合せ等の周知を図ってきたところである。 

さらに、今般、総合工事業者と専門工事業者との間の見積条件の明確化を図る

観点から『総合工事業者・専門工事業者間における工事見積条件の明確化につい

て―「施工条件・範囲リスト」（標準モデル）の作成―』について申合せが行われ、

同協議会より建設業界に対する周知方等要請があったところである。 

見積協議の際の施工条件を当事者間で明確にすることは、適切な見積りと契約

締結には不可欠のものであり、建設生産システムの合理化に向けて大きな意味を

持つことから、本要請の趣旨を踏まえ、適正な見積りに基づく契約締結がなされ

るよう傘下建設業者に対して、同協議会の申合せの周知等について、特段のご配

慮方お願いする。 

なお、今回の申合せは９工種に係るものであるが、同協議会では引き続き他工

種についても標準モデルの作成に努めていくとのことであり、その旨了知された

い。 



平成１４年３月２７日

国土交通省総合政策局長

岩村 敬 様

建設生産システム合理化推進協議会

平成１３年度建設生産システム合理化推進協議会申合せ事項の

周知等について（協力依頼）

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は当協議会の活動につき、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、当協議会では、平成１３年度の検討テーマとして 「契約適正化」を取り上、

げ、その推進方策について検討してまいりましたが、別添のとおり取りまとめ、申

合せを行ったところでございます。

今後協議会では、本申合せに基づき、鋭意、建設生産システム合理化の推進に努め

てまいる所存でございます。

つきましては、貴省におかれましても、これらの申合せの趣旨にご理解を頂き、申

合せの周知等につき特段のご高配を賜りますようお願い申し上げます。

敬 具
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総合工事業者・専門工事業者間における

工事見積条件の明確化について
－「施工条件・範囲リスト （標準モデル）の作成－」

平成１４年３月２７日

建設生産システム合理化推進協議会

建設産業の生産活動における設計者、総合工事業者、専門工事業者、資機材業

者等の分業関係のうち、総合工事業者、専門工事業者間の契約関係については、

本協議会において、これまで「契約締結に至るまでの適正な手順に関する指針」

（平成５年３月 「条件変更時の適正な手順に関する指針（見積条件と実際の施）、

）」（ ） 、工条件が異なった場合の適正な対応 平成６年３月 についての申合せを行い

その適正化に取り組んできたところである。

、 「 」しかしながら 国土交通省が毎年実施している 下請代金支払状況等実態調査

及び「専門工事業下請取引実態調査」によれば、なお一部に下請契約において、

十分な見積協議に基づく書面による契約が行われておらず、施工条件が不明確な

ままに着工されているケースが見られる。また、元請による、いわゆる一方的な

「指値」による発注など、下請に対するしわ寄せを生んでいると指摘されている

面もある。

本協議会では、こうした実態を踏まえ、適正な競争条件の整備と励行に向け、

契約締結の適正化を促進するための踏み込んだ協議を重ねてきたところである。

その結果、工事見積条件の明確化を図ることが重要であり、特に見積時点におけ

る価格を決定する事項について書面により明確にするため、標準モデルとして、

見積協議の際に活用する「施工条件・範囲リスト」を作成するに至った。

本協議会は、この標準モデルの内容について、その普及・促進を申し合わせる

ものである。なお、今回は、９工種の標準モデルを作成したが、引き続き他工種

についてもその作成に努めていくものとする。

また、本協議会構成団体は、傘下会員企業に対し、パンフレットの作成・配布

や研修の実施等により、この申合せの主旨の周知徹底を図り、契約の適正化に努

めるものとする。



□ 「施工条件・範囲リスト」(標準モデル）の作成について
 

1 内容・構成
　総合工事業者・専門工事業者間の見積は、見積依頼書と見積書を用いて行う。

　見積依頼時において、総合工事業者は専門工事業者に対し、次の①～⑥を提示する。

　①工事場所

　②工事概要

　③予定工期（全体）　　　平成　　年　　月　～　平成　　年　　月
　　　　　　 　　（対象工事）平成　　年　　月　～　平成　　年　　月

　④設計図書（仕様書を含む）

　⑤工法

　⑥支給品の有無

　さらに加えて、総合工事業者は専門工事業者に対し、

　⑦上記①～⑥以外の施工条件・範囲

　について提示する。

　この施工条件として提示される項目を標準モデルとして表形式にしたものが、「施工条件・範囲リスト」

である。

 　その内容としては、材料、取付加工、運搬、足場、墨出し、養生、片付、機器、図面・書類、

見本、検査・確認、安全 等の項目で構成される。ただし、空調衛生工事・電気設備工事については、

材料、取付加工等の工事に係る項目は、設計図書（仕様書を含む）に明示のため除外する。

2 使い方
(1)「施工条件・範囲リスト」（標準モデル）は、見積依頼書と見積書の双方に、設計図書・仕様書等

  とともに、別紙として添付する。

(2)見積依頼時に、総合工事業者は、リストの指示欄に、依頼する工事内容に含める場合（条件内）

  は○印、含めない場合（条件外）は×印を記入する。

(3)見積時に、専門工事業者は、指示内容に疑義のある場合には、質疑を行う。

　専門工事業者は、リストの確認欄に、依頼事項を見積に含める場合（条件内）は○印、

 含めない場合（条件外）は×印を記入し、総合工事業者に提出する。

(4)項目についてその他必要なものがあれば、適宜記入し、使用する。

(5)施工数量を実数精算とするか否かについては、双方協議・確認を行う。

3 「施工条件・範囲リスト」の標準モデル
　「施工条件・範囲リスト」の標準モデルとして今回想定した工種は、次のとおりである。　　
　　（躯　体）
　　　　・型枠大工工事
　　　　・鉄筋工事
　　　　・コンクリート打設工事
　　　　・外部足場工事
　　（仕上げ）
　　　　・金属製建具・カーテンウォール工事
　　　　・内装仕上工事
　　　　・防水工事
　　（設　備）
　　　　・空調衛生工事
　　　　・電気設備工事



型枠大工工事　施工条件・範囲リスト
範 囲 範 囲
指示確認 指示確認

1.せき板（型枠用合板） 1.施工中の養生
主 2.桟木 養 2.元請への引渡前清掃
材 3.緊張材（丸セパ・フオームタイ等） 生 3.検査引渡後の養生
料 4.支保材（単管・サポート等）
5.工具・器具

1.面木・目地棒・欠込み材 1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
補 2.釘・番線 片 2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
助 3.取付け金物類 付 3.作業終了後の片付・清掃
材 4.打込み材
料 1.型枠組立・解体用簡易足場材

機 2.揚重・高所作業用機器 
器 3.揚重玉掛け用具

シ 4.水平運搬用台車
|
ル 1.躯体施工図

2.型枠下拵え図
1.下拵え・加工 3.組立・割付・加工図
2.組立て・取付け 4.施工要領書
　　　水平振れ止め建入れ直し用アンカー 5.作業標準書
　　　型枠保持金物 6.荷揚計画
　　　打設コンクリート天端レベル出し
　　　型枠工事の跡片付け、清掃
　　　基礎法面型枠
　　　階段踏面型枠 1.自主検査・検査立会
　　　窓台型枠
3.コンクリート打設中
　　　コンクリート打設中の立合い
4.型枠解体・釘仕舞・整理
　　　サポート補強 1.作業保護具
　　　型枠材の搬出 2.安全パトロール
　　　解体後の清掃 安 3.揚重の合図・玉掛け
5.型枠脱形後 全 4.型枠工事の組立・解体中の立入禁止処置
　　　型枠不良による手直し
6.型枠運搬専用の開口部等の設置・復旧

1.作業時間　（　　：　　～　　：　　）
2.工事用電力・給水設備の使用料金

運 そ 3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
搬 の 4.作業員通勤車両の駐車場使用料
3.材料等の場内水平小運搬 他 5.必要な場合の作業員宿舎
4.材料等の現場搬入
5.支給材の小運搬
6.貸与機械の有資格者の配置

2.ローリングタワー（組立・解体・移動）
3.足場等の盛替
4.高所作業車
　
　

1.基準墨
2.型枠建込み用小墨出し

（凡例）

1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。

3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。

4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。

取
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名           称 名　　　　　　称

別
途
協
議
・
確
認
事
項

検
査
・
確
認

1.荷揚（荷揚げ用機器への積込、
　積下ろし手間）
2.荷揚用機器（組立・解体・損料・
　使用料・オペレーター費用）

墨
出
し

1.型枠組立・解体に使用する足場・構台・
桟橋・梯子等の架設



鉄筋工事　施工条件・範囲リスト
範 囲 範 囲
指示確認 指示確認

1.鉄筋材料 1.支給材の保管
養 2.組立完了後の養生
生

1.スペーサブロック
2.床用ワイヤメッシュ筋

補 3.開口補強用ワイヤメッシュ筋 1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
助 4.スリーブ補強既製品 片 2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
材 5.特殊継ぎ手材 付 3.作業終了後の片付・清掃
料 6.仮設組立材　耐圧盤上筋受け
7.仮設組立材　基礎梁馬 1.鉄筋組立用簡易足場材
8.仮設組立材　ＳＲＣ梁馬 機 2.揚重・高所作業用機器 
1.鉄筋加工 器 3.揚重玉掛け用具
2.スパイラル加工
3.現場組立 1.鉄筋加工図
4.スペーサブロック取付 2.施工要領書
5.ＳＲＣスパイラル筋位置修正
6.床用ワイヤメッシュ配筋
7.開口補強用ワイヤメッシュ配筋

取 8.スリーブ補強配筋
付 9.鉄筋継手　圧接 見
加 10.鉄筋継手　溶接 本
工 11.鉄筋継手　機械継手
12.ダメ開口補強・配筋 1.自主検査・検査立合
13.打ち継ぎ補強配筋
14.杭頭補強配筋
15.コンクリート打設中の立会い
16.差筋キャップ取付
17.設備基礎
18.外構工事
19.杭鉄筋調整 1.作業保護具
20.ＳＲＣ柱筋調整 2.安全パトロール
21.特殊スラブ配筋 安 3.揚重の合図・玉掛け
22.アンポンド鋼線引込み手間 全
23.ハーフＰＣ梁・柱筋配筋

1.作業時間　（　　：　　～　　：　　）
2.工事用電力・給水設備の使用料金

運 3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
搬 そ 4.作業員通勤車両の駐車場使用料
3.材料等の場内水平小運搬 の 5.必要な場合の作業員宿舎
4.材料等の現場搬入 他  
5.支給材の小運搬
6.貸与機械の有資格者の配置

5.ローリングタワー（組立・解体・移動）
6.足場等の盛替
7.高所作業車

墨
出
し

（凡例）
1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。
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・
書
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・
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名         称 名         称

1.鉄筋組立に使用する足場の架設

主
材
料

2.荷揚用機器（組立・解体・損料・
　使用料・オペレーター費用）

1.荷揚（荷揚用機器への積込、
　積下ろし手間）

足
場

2.鉄筋組立に使用する構台の架設
3.鉄筋組立に使用する桟橋の架設
4.鉄筋組立に使用する梯子の架設



コンクリート打設工事　施工条件・範囲リスト
範 囲 範 囲
指示確認 指示確認

1.周囲シート張払
2.スラブ上の歩行足場板敷
3.デリバリーホースの養生

主 1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
材 2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
料 片 3.作業終了後の片付・清掃

付

1.バイブレーター、叩き用具、突棒
補 機 2.ポンプ車
助 器
材
料 1.打設計画図

2.配管計画図
　

1.型枠内水洗い

2.配管工事
3.機器設置及び撤去

見
1.コンクリート打設 本
2.天端ならし（木ゴテ押え）
3.打足し 1.自主検査・検査立合
4.生コン車誘導員

1.散水～シートマット養生

1.打足し型枠組立解体 1.安全パトロール
2.打足しはつり片付け 2.揚重の合図・玉掛け
3.ジャンカ補修（色合わせの上補修（左官））

1.貸与機械の有資格者の配置 1.作業時間（　　：　　～　　：　　）
2.工事用電力・給水設備の使用料金

運 そ 3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
搬 の 4.作業員通勤車両の駐車場使用料

他 5.必要な場合の作業員宿舎

1.打設足場（枠組、単管等）

（凡例）
1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。

名       称 名　　　　称
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墨
出
し

足
場

安
全



外部足場工事　施工条件・範囲リスト
範 囲 範 囲
指示確認 指示確認

1.足場材料一式 　
　
　

主 1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
材 2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
料 片 3.作業終了後の片付・清掃

付 　
　
　
　

補 1.玉掛けワイヤー、シャックル
助 機 2.揚重機
材 器
料

1.足場計画図
　
　

1.整地・敷き板
2.壁つなぎアンカー埋込み
3.ブラケットアンカー埋込み
4.壁つなぎ取付け 見
1.足場組立（最上階及び足場端部の手摺含む） 本
 レベル調整
2.親綱設置、盛替え 1.自主検査・検査立合
3.交通監視員（ガードマン等）

1.保守（点検、整備、清掃、点検表の提出）

1.足場解体 1.安全パトロール
2.壁つなぎダメ処理合歪 2.揚重の合図・玉掛け
3.親綱設置、盛替え 安 3.看板類の取付け（支給又は持ち込み）
4.クランプ等の袋詰め 全
5.クランプ等数量の確認
6.荷降し、小運搬（運搬車まで）
7.運搬車への積込み
8.交通監視員（ガードマン等） 1.作業時間（　　：　　～　　：　　）

2.工事用電力・給水設備の使用料金
1.資材の搬入・搬出（材工又は手間のみ） そ 3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
2.資材の積込み、荷降し の 4.作業員通勤車両の駐車場使用料

運 3.場内小運搬 他 5.必要な場合の作業員宿舎
搬 4.貸与機械の有資格者の配置

　

足
場

1.墨出し、割付け
墨
出
し

（凡例）
1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。

名　　　　　称 名　　　　　　称

2.台風時の処置（シートの撤去・復旧、点検、
補強）

養
生

別
途
協
議
・
確
認
事
項

先
行
工
事

組
立

維
持
管
理

解
体

検
査
・
確
認

図
面
・
書
類



金属製建具・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　　施工条件・範囲リスト
範　囲 範　囲

1.アルミ建具 シ 1.同業者請負製品間ｼｰﾘﾝｸﾞ

建 2.カーテンウォール ｌ 2.他業者との取合ｼｰﾘﾝｸﾞ

具 3.鋼製建具 ル 　　　　　　　　　　　

製 4.鋼製軽量建具 1.部材の現場組立

品 5.ステンレス建具 取 2.躯体への取付（鉄筋、ビス止め）

本 6.トップライト 付 3.ｱﾝｶｰ出し

体 7.金属工事(                                              ) 加 4.ｶﾞﾗｽ嵌込み
8.その他(                                            ) 工 5.ｺﾝｸﾘｰﾄはつり

6.アンカー打設
1.建具金物

標準シリンダー錠（ＭＫ無し、付き）

特殊錠（　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ピボットヒンジ 運 3.材料等の場内水平小運搬
ドアクローザー 4.材料等の現場搬入
フロアヒンジ 搬 5.支給材の小運搬
押板、押棒 6.貸与機械の有資格者の配置
ＣＷ開口部（サッシ）金物 7.運搬・荷揚用コンテナ（大規模）

主 建 排煙窓用オペレーター

具 電動装置 1.脚立、足場板の組立、解体、移動、損料

金 自動開閉装置 2.ローリングタワーの移動（小規模）

物 煙感知器 足 3.ローリングタワーの移動（大規模）

材 ・ 制御盤・操作ボックス及び配線・配管 4.ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰの組立解体

付 その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　場 5.足場等の盛替

属 6.高所作業車

品 2.付属品 7.ゴンドラの揚重・取付・盛替作業

料 ・ アングル

金 額縁 墨 1.基準墨

属 膳板 出 2.仕上墨（小墨）

工 水切 し
事 結露受 1.取付中の養生

・ 網戸 2.取付完了後の養生

鉄 木ビス 3.元請へ引渡し前のクリーニング（１回）

骨 その他(                                          )

・
ガ 3.金属工事 1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用

ラ 笠木 片 2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積

ス 下部水切り 付
ボーダー

軒天井 1.取付機器
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ（又はｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ） 機 2.取付用揚重機器、吊り冶具等
ファンコイルカバー 器 3.溶接電源（ウエルダー）
鉄骨カバー

フラッシュング 1.工場製作図・施工図
層間塞ぎ 2.取合う他業種製品の詳細作図
手摺 3.製作・施工要領書

パネル（ 　　　　　 　　　　　　  　　　　　　　） 見 1.実験用供試体工事
パネル（ＣＷ部 　 　　　　　　　　　　　　　　） 本 2.見本品及び模型製作

その他（                                          ) 1.製品検査
2.自主検査表提出

4.鉄骨（建具・CW・金属工事用） 3.検査立会
鉄骨工事（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1.作業保護具

2.安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
5.ガラス 3.揚重の合図・玉掛け

1.作業時間（ 　　　： 　　　～ 　　　： 　　　）

1.取付用鉄筋、くさび 2.工事用電力・給水設備の使用料金
2.ｻｯｼ廻りﾓﾙﾀﾙ詰め 3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
3.インサート 4.作業員通勤車両の駐車場使用料

4.取付金具　一次ﾌｧｽﾅｰ（先埋込み）
5.取付金具　二次ﾌｧｽﾅｰ
6.耐火ボード（耐火３０分、耐火６０分）
7.有孔ボード

（凡例）

1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）

2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。

3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。

別
途
協
議
・

確
認
事
項

図
面
・

書
類

検
査
・

確
認

安
全

そ
の
他

材

補
助

確認
名　　　称 名　　　称

料

指示 確認 指示

養
生
・

ク
リ
ー

ニ
ン
グ

1.荷揚（荷揚用機器への積込、積下し手間)

2.荷揚用機器（組立・解体・損料、使用料、オペ
レーター費用）



指示 確認 指示 確認
1.鋼製下地材・石膏ボード材 1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用

2.仕上材 2.上記1.の中で特に、石膏ボードと岩綿吸
音板の引取処理費用

3.クロス材・床材 3.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
4.その他見積項目の主材料 4.作業終了後の片付・清掃

1.ビス・接着剤 1.取付機器（コンプレッサー・溶接
器・切断器・鋲打銃）

2.熔接棒・ピン・火薬 2.作業に必要な小道具類
3.錆止め塗料 3.熔接作業のときの消化器
4.見積項目の施工に必要な副資材
1.耐火・遮音工事に必要な四周処理
2.化粧板の目地処理 1.施工図・詳細図
3.クリーンルーム・手術室工事仕様に必要
なシール工事 2.納り図

1.先行ピース作業 3.施工要領書
2.インサート・アンカー（取付に必要な場
合も含む） 4.見積数量調書

3.見積項目の材工共工事 　
4.諸設備及び関連工事の開口補強 1.見本品（カタログ・サンプル）
5.諸設備に必要な下地増設工事 2.見本モデル組（モックアップ）

1.自主検査
2.検査後の破損・汚れの補修・取替

3.材料等の場内水平小運搬
4.材料等の現場搬入 1.作業保護具
5.支給材の小運搬 2.安全パトロール
6.貸与機械の有資格者の配置 3.揚重の合図・玉掛け
1.脚立・足場板の組立、解体、移動、
損料 1.作業時間　（　：　　～　：　）

2.ローリングタワーの移動（小規模） 2.工事用電力・給水設備の使用料金
3.ローリングタワーの移動（大規模） 3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
4.ローリングタワーの組立解体 4.作業員通勤車両の駐車場使用料

5.足場等の盛替 5.諸検査に必要な成績証明書、シール（不
燃・準不燃・遮音・耐火等）の提出

6.高所作業車 6.メンテナンス用予備材料（余剰材の範囲）
7.ゴンドラの揚重・取付・盛替作業 　

1.基準墨

2.仕上墨（小墨）
1.クロスのパテ処理（ボードのビス・キズ）
2.床下地のレベル補修
3.ボードコーナー処理
4.ロックウール・グラスウール充填

2.検査引渡し後の養生
3.床の塩ビタイル等のワックス掛（１回）

（凡例）
1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。

取
付
加
工

2.荷揚用機器（組立・解体・損料・
　使用料・オペレーター費用）運

搬

養
生

1.施工中の簡易養生（材料支給）

内装仕上工事　施工条件・範囲リスト
　

範囲
名　　　　称

範囲
名　　　　称

1.荷揚（荷揚げ用機器への積込、
　積下ろし手間）

検
査
・
確
認

安
全

そ
の
他

別
途
協
議
・
確
認
事
項

片
付

機
器

図
面
・
書
類

見
本

下
地

主
材
料

補
助
材
料

シ
ー
ル

墨
出
し

足
場



指示 確認 指示 確認
1.防水材料 1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
2.シーリング材料 2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
3.砂・セメント材等 3.作業終了後の片付・清掃

4.施工前の清掃

1.アスファルト溶解釜
2.消火器

1.燃料 3.作業に必要な機器工具
4.釜場の換気設備
5.作業場所の換気設備・照明設備
1.詳細図
2.防水張り割付図（露出で必要な時）

1.伸縮目地の取り付け 3.防水仕様書
2.防水押え金物 4.施工要領書

5.見積数量調書
1.カタログ・見本等
2.見本モデル組（モックアップ）

1.自主検査
2.水張テストにかかる費用
3.検査後の破損・汚れの補修・取替

3.材料等の場内水平小運搬
4.材料等の現場搬入 1.作業保護具
5.支給材の小運搬 2.安全パトロール
6.貸与機械の有資格者の配置 3.揚重の合図・確認
1.脚立・足場板の組立、解体、移動、損
料 1.作業時間　（　：　　～　：　）

2.ローリングタワーの移動（小規模） 2.工事用電力・給水設備の使用料金
3.ローリングタワーの移動（大規模） 3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
4.ローリングタワーの組立解体 4.作業員通勤車両の駐車場使用料
5.足場等の盛替 5.足場解体時の足場つなぎの補修合番費用
6.高所作業車 6.所轄消防署への火気使用届
7.ゴンドラの揚重・取付・盛替作業

1.基準墨
2.仕上墨（小墨）

2.検査引渡し後の養生
3.防水層ジョイント養生
4.作業上必要な掲示板

（凡例）
1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。
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別
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足
場

養
生

1.サッシュ枠等損傷を受けやすい部位
　の養生

防水工事　施工条件・範囲リスト
　

範囲
名　　　　称

範囲
名　　　　称

1.荷揚（荷揚げ用機器への積込、
　積下ろし手間）

主
材
料

補
助
材
料

取
付
加
工

2.荷揚用機器（組立・解体・損料・
　使用料・オペレーター費用）運

搬



空調衛生工事　施工条件・範囲リスト

*材料、取付加工等の工事に係る項目は、設計図書（仕様書を含む）に明示のため除外する。

指示 確認
1.荷揚（荷揚用機器への積込、積下ろし手間）

3.材料等の場内水平小運搬
4.材料等の現場搬入
5.支給材の小運搬
6.貸与機械の有資格者の配置
1.脚立・足場板の組立、解体、移動、損料

2.ローリングタワーの移動（小規模）
3.ローリングタワーの移動（大規模）
4.ローリングタワーの組立解体
5.足場等の盛替
6.高所作業車
7.ゴンドラの揚重・取付・盛替作業

1.基準墨
2.仕上墨（小墨）

1.取付中の養生
2.取付完了後の養生

1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
3.作業終了後の片付・清掃

1.施工要領書・施工図・製作図
2.竣工図書一式

1.諸官庁・施主・設計監理者の諸検査の立合い
2.使用機器の性能試験・検査（成績書提出）

1.保安・警備費（入退場管理を含む）
2.現場安全衛生管理用施設の確保及び維持管理
3.仮設道路・通路の確保及び維持管理
4.労災保険料、第三者傷害賠償保険料
5.安全パトロール
6.揚重の合図・玉掛け
1.現場事務所、作業用詰所、倉庫等の仮設建物
2.電灯電力設備、給排水・トイレ設備、仮設動力設備
3.同上用用水光熱費
4.工事用電力・用水費
5.近隣対策費
6.式典費
7.工事用仮設電源設備工事費
8.試運転用の電力、用水、燃料等、ＤＨＣ供給熱源の試運転期間の基本契約料

1.下請等指定メーカーの有無
2.下請等指定業者の有無

（凡例）
1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。

2.荷揚用機器（組立・解体・損料・使用料・オペレーター費用）

養
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電気設備工事　施工条件・範囲リスト

*材料、取付加工等の工事に係る項目は、設計図書（仕様書を含む）に明示のため除外する。

指示 確認
1.荷揚（荷揚用機器への積込、積下ろし手間）

3.材料等の場内水平小運搬
4.材料等の現場搬入
5.支給材の小運搬
6.貸与機械の有資格者の配置
1.脚立・足場板の組立、解体、移動、損料

2.ローリングタワーの移動（小規模）
3.ローリングタワーの移動（大規模）
4.ローリングタワーの組立解体
5.足場等の盛替
6.高所作業車
7.ゴンドラの揚重・取付・盛替作業

1.基準墨
2.仕上墨（小墨）

1.取付中の養生
2.取付完了後の養生

1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
3.作業終了後の片付・清掃

1.施工要領書・施工図・製作図
2.竣工図書一式

1.諸官庁・施主・設計監理者の諸検査の立合い
2.使用機器の性能試験・検査（成績書提出）

1.保安・警備費（入退場管理を含む）
2.現場安全衛生管理用施設の確保及び維持管理
3.仮設道路・通路の確保及び維持管理
4.労災保険料、第三者傷害賠償保険料
5.安全パトロール
6.揚重の合図・玉掛け
1.現場事務所、作業用詰所、倉庫等の仮設建物
2.電灯電力設備、給排水・トイレ設備、仮設動力設備
3.同上用用水光熱費
4.工事用電力・用水費
5.近隣対策費
6.式典費
7.工事用仮設電源設備工事費
8.電力用工事負担金
9.受電後の基本料金（引渡日迄）
10.受電後の電気使用料（引渡日迄）

1.下請等指定メーカーの有無
2.下請等指定業者の有無

（凡例）
1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（　　）内には具体的な内容を明示し、使用する。
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2.荷揚用機器（組立・解体・損料・使用料・オペレーター費用）
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